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I 地表面明言空宇佐や仰星j~プ才計！野守男里~s~の推定
1)研究の宵景

習謡器 期＆開削よゆ下＂＇＇＂畑 1日獄図
~空港での固祖＆νーロメータ｛ライダー｝観湖t崎間ごと
＝〉甥刻点〈主f二塁遷〉は騒唱のご〈ー窃に限られる

園調＂匂議して い砿ι、ことが多い

!llJl!五庄量阜且盆重且
①賓館度協予潤

全確’R候モデルでZの再現性の.. きが鏑度恵比の要因となってLもCJ>cc.2田η
地表面僧岨支解衡の~実目バイアス＝＞A3'目も倉めた’R献健の必要性
《館..支鯵析のために＂下向 金大気敵射量が必要 Z店主高度かb健室され＂＇ ＇

争犠空気象
低い！）；;I.ii£武の11-11.”に浄土やu.t.，伝ど

時衛星データから..高度を推定する手2去をl!l酎

2＞••高度推定手涼の提案
仮定 (!!£rt水平ー”で司届のみ

骨’，mu,ri高度に対して定で Z:<l>・Z:ll下それぞれで代倉＂＂＇姐をとる
:EJJl!fl'1.:(nool衛星デー舎の海皮;i,:,u使用
!!!JI；：；鹿<ztoo）沼磨子－•とTt叩かs算出
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盤且王ニ主
·MTSA'市lf.：~!J:(CHl~TO切に。制tとC"4から隠居容の他出｝
砲よ’・忌ll!L‘実際区気象曾での計測値
高府鰻測｛札唄〉

Z庖高度｛丘＇＊空港での自復Iトゥルースデータとして使用j

m血
20!泊目尊氏嗣与の，－”OR.高liU測に会mtて21椅

且E且車広量

院続体像 ..僻
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RMSE ..釦n

掴針RMSE 83’‘ 

宝陵高階穆ヨ旨0')11.ヨ己主...への鑑慣例官

雲中·:Eli!下の気温議•e r，. 「，，がZ建寝屋国lm)(C与える，E奮が治主だとするι

u ‘ -~ 
「g r，を求めた織の分敵t企··＂· 念。担｝を聞いるιOZb岡地040内•3095m
t分散のiEfiで婦がでる】こ相率ド＂レースデータとの菱（RMSE）より：たきい

『気温減率の決め方が重要

4）.頂高度の眼. 5）推定値がマイナスとなった事倒 的地よ付近の逆転居
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・!!la高度が伐と惟定さサるた，z件の高層デ－1揮をみると

r比九の個が抱~で健閉したものより小さかった

・理由として考えられるもの
富岡の逆伝層（11件》

地よで憐水有何件｝

進.llalll有”に有意，.，隆
遅延創傷〈逆鐙庖有

r，の遣い
.Gtr.:llli•I ゑ“

平町 a目 。昌
徳島匡偏差 02。 。珂

7）：まとめ
・妻鹿高度を惟宣する新たな手2去を開発

・気通滅)I!を仮定し 衛星赤外錫度適度とま也上気逼から雲lit高度を隆宣

・検Eの舘果 68件について相関係数i;l:049.RMS目立649m(83%)

・「aの日々の変動が串をの主要な原因（もし）遺伝眉査機知できれば繍皮肉上が可能
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